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1．緒言
次世代自動車においては，情報通信技術が自然な形で環境の中に溶け込み，人が意識せずに安心，安全，

快適な運転ができるアンビエント社会を実現し，移動する喜びと持続可能な交通社会を両立できる環境を創成
することが求められている．本プロジェクト研究では，小型で頭部に容易に装着可能な非侵襲型脳機能計測セン
サにより，視覚野，運動野，前頭前野領域における脳賦活反応を高精度かつリアルタイムで計測し，自動車運転
環境下におけるアンビエント・モビリティ環境実現のための注意喚起アノテーション呈示および
BMI(Brain-Machine Interface)システム構築による安全性向上に関する研究を行う．これにより，近年，高齢者運
転者の交通事故が増加している状況について，その抑止のためのシステムを構築し，次世代自動車運転支援シ
ステムについて検討する．

2．主な研究成果
本プロジェクトにおいて，次のような研究成果を得た．
(1) 非侵襲型脳機能計測センサの検討
小型で頭部に容易に装着可能な非侵襲型脳機能計測センサについて検討し，視覚野，運動野，前頭前野領

域における脳賦活反応を高精度かつリアルタイムで計測を行った．
(2) 自動車運転環境下における脳機能計測法の検討
自動車運転時には，路面状況や走行状況により，運転者に様々な振動や外乱が伝搬する．自動車用BMI

を構築するためには，振動や外乱が脳活動に与える影響を考慮しなければならない．また，自動車走行で
は振動に伴い無意識かつ受動的に体が動いてしまうことがあるが，自らの意志による自発的な運動と受動
的な運動の脳機能特性を知ることで振動環境下においても運動意志を読み取り，効果的な脳機能計測を行
った．
(3) 自動車運転環境下における注意喚起アノテーション呈示装置の開発
自動車運転時の日射等の影響を考慮した視線計測装置を開発するとともに，拡張現実感技術（AR技術）

を応用した注意喚起アノテーションシステムを開発した．
(4) BMIシステム構築による安全性向上に関する研究
自動車運転環境下におけるアンビエント・モビリティ環

境実現のための注意喚起アノテーション呈示および BMI
システム構築による安全性向上に関する研究を行った．

3．結言
本プロジェクト研究では，小型で頭部に容易に装着可能な

非侵襲型脳機能計測センサを検討し，運転時の危険性認識
に関与する視覚野，前頭前野領域において脳賦活反応を高
精度かつリアルタイムで計測した．随意運動および他動運動
同時作用時の脳機能計測技術は，本プロジェクト研究成果の
独創的なものであり，運転時における安全性向上するうえで
不可欠な技術である．
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